
「
食
事
は
外
食
が
多
い
し
、

味
付
け
は
濃
い
ほ
う
が
好
き
」

「
そ
う
い
え
ば
、
最
近
運
動
し

て
な
い
な
」
と
い
う
か
た
は
い

ま
せ
ん
か
。
糖
尿
病
や
高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
そ

ん
な
毎
日
の
生
活
の
積
み
重
ね

か
ら
な
る
こ
と
が
多
く
、が
ん
、

心
筋
梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
と

か
。忙
し
い
生
活
に
追
わ
れ
て
、

体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
気
付

い
た
と
き
に
は
も
う
病
気
が
か

な
り
進
行
し
て
い
る
…
な
ん
て

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
普
段

か
ら
自
分
の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
自
分
の
生
活
を
見
直
し

た
り
、
病
気
を
早
め
に
見
つ
け

て
治
し
た
り
す
る
の
が
健
康
維

持
の
こ
つ
で
す
。

市
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
の
た
め
、
柏
市
の
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
四
十

歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
一

日
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
を
始
め
ま
し
た
（
別
掲

「
も
っ
と
教
え
て
！
助
成
の
こ

と
」
参
照
）。
専
用
の
申
し
込

み
は
が
き
が
付
い
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
、

保
険
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
一

階
）
と
各
出
張
所
で
配
布
し
ま

す
。
別
図
「
受
診
ま
で
の
流
れ
」

を
参
照
し
て
、
７
月
31
日
（
木
）

ま
で
に
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
当
日
消
印
有
効
）。

期
限
前
に
定
員
に
な
っ
た
場
合

は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

充
実
し
た
生
活
も
健
康
あ
っ

て
の
も
の
。
市
で
は
ほ
か
に
も

柏
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
四
十
五
歳
以
上
の
か
た

に
、
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま

等
施
設
利
用
券
も
交
付
し
て
い

ま
す
（
保
険
料
未
納
世
帯
は
除

く
）。
上
手
に
利
用
し
て
、
健

康
維
持
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
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市の人口
332,944人

127,861世帯

（15.6.1現在）

主な内容�＊�＊�
介護保険料と利用料の助
成／市政報告と議会日程�
�
第二清掃工場・市民検討
委員を募集／ＩＴ講習会
／南柏駅東口のバス等乗
降場所が変更�
�
特集・「名戸ケ谷ビオト
ープを育てる会」の取り
組み�
�
情報館（講座・講演、こ
どもの広場ほか）�
�
街のできごと（フォトニ
ュース）／芹沢6介の世
界／おとなりさん�

�Ｐ2�
�
�

Ｐ3��
�
�
Ｐ4
～5��
�
Ｐ6
～7�
�
�
Ｐ8

�…�
�
�

…��
�
�
�
…�
�
�
…�
�
�
�
…�

柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス http : //www.city.kashiwa.chiba.jp/

�

と　　き� と  こ  ろ� 対　　象� 費用�

�柏おどり�
　コンテスト�

�みこしの�
　かつぎ手�

�「柏ねぶた」
　のハネト�

26日�午後4時半～6
時半� 柏駅西口広場�

無料�

3,000円�

市内在住・在勤のかた、
10～30人のチーム（1事
業所3チームまで）�

柏まつり実行委員会（柏商工会議所内）
で配布している所定の申込書に必要事
項を書いて、�は6月24日�、�・�は
6月27日�までに同実行委員会へ直接持
参を※詳しくは問い合わせを�

27日�午後4時～6時
半（午後3時集合）� 柏神社集合� どなたでも、先着500人�

26日�午後6時～8時�
27日�午後6時～8時�

柏駅西口商店街・
広場をパレード�どなたでも、先着300人�

�フリーマー
　ケットの出
　店者�

26日�・27日�午後2
時～7時� 柏銀座通り商店会�どなたでも、先着100店�

柏まつり実行委員会 �7162─3315問�

問�

6月30日�までにミツワ堂へ電話か直
接※飲食物の販売はできません。詳し
くは問い合わせを�
柏銀座通り商店会（ミツワ堂）�
�7164─6431

申し込み・問い合わせ�

　お待ちかね、「柏まつり」の季節が近
づいてきました。毎年見に来るあなた、
もちろん初めてのあなたも、みんなで参
加して今年の夏の思い出に…�

7月�26日
��

27日��
夏だ祭りだ！�

2003 の参加者を募集！�

1日人間ドック�

年 齢 �

助 成 額 �
受診期間�
定 員 �

受診費用の7割（25,000円を限度。100円未満は切り捨て）�
受診費助成決定通知書の受取日～来年2月末日�
1日人間ドック＝先着1,000人、脳ドック＝先着200人�

加 入
期 間 �

40歳以上（昭和38年7月2日以前に
生まれたかた）�

40歳以上で5歳ごとの年齢のかた
（40歳・45歳・50歳・55歳…）�

平成14年7月2日以前から柏市の国民健康保険に継続して加入している
かた（受診前に柏市の国民健康保険の資格を喪失したかたは不可）�

7月1日現在、平成14年度以前の保険料（税含む）を滞納していない世
帯のかた�

柏市が行う基本健康診査を受診し
ていないか受診する予定がないこ
と�

保険料�

検 診
医 療
機 関 �

岡田病院�

柏市立柏
病院�

柏健診ク
リニック�

柏厚生総
合病院�

柏光陽病
院�

柏南病院�

田中農協
病院�

名戸ケ谷
病院�

深町病院�

森永胃腸
科外科�

末広町2─10�
�7145─0121
布施1─3�
�7134─2000

柏4丁目5─21�
�7167─4119

あけぼの3丁目8─20�
�7144─8868

酒井根24�
�7176─1133

逆井1144�
�7175─1811
若柴110�
�7131─4131

名戸ケ谷687─4�
�7167─8336

柏4丁目10─11�
�7164─0111
豊住4丁目4─30�
�7166─3333

31,500円�

42,000円�

35,700円�

42,000円�

38,000円�

33,000円�

42,000円�

37,000円�

31,500円�

35,000円�

柏市立柏
病院�
柏健診ク
リニック�

柏厚生総
合病院�

名戸ケ谷
病院�

布施1─3�
�7134─2000
柏4丁目5─21�
�7167─4119

あけぼの3丁目8─20�
�7144─8868

名戸ケ谷687─4�
�7167─8336

34,650円�

31,500円�

31,500円�

40,000円�

検 査
内 容 �

身体計測、内科検診、胸部・胃部
X線検査、血圧測定、心電図、エ
コー検査（胆のう・肝臓・膵臓（す
いぞう））、血液生化学検査、血
清算定検査、血清検査、血沈等検
査、血液型、眼の検査、聴力検査、
尿・便検査など�
※医療機関によって検診項目が異
　なります。詳しくは各医療機関
　にお問い合わせください�

MRI（脳の断層撮影）、MRA（脳
の血管撮影）による脳の検診�

その他�

助成要件（7月1日現在で次のすべてに該当するかた）�

助成の内容�

検診医療機関・検査内容�

脳ドック�

1日人間ドック� 脳ドック�

柏市国民健康
保険加入者�

───�

※金額は助成前の受診費用（税込み）�
※受診費用の違いは検査項目の違いによる�

1日人間ドック�
脳 ド ッ ク �

の受診費用を助成�
柏市国民健康
保険加入者�

体の声、聞いてますか？�体の声、聞いてますか？�

日々を楽しく過ごすには健康が基本。普段は自分の体のことは忘れ
がちですが、そんなときこそ、健康を維持するため、定期的なチェッ
クが大切です。カギは予防と早期発見。このたび、柏市の国民健康保
険に加入しているかたの健康維持に役立てるため、1日人間ドックと
脳ドックの受診費用の一部を助成する制度ができました。これを機会
に体の声を聞いてみませんか。

1　パンフレットをもら
　う。7月1日�午前8時
　半から、保険課と各出
　張所で配ります�

2　7月31日�までに、パンフ
　レットに付いている専用は
　がきに50円切手を張って、
　郵送で申し込み（当日消印
　有効。定員を超えた場合は
　先着順）。市役所や出張所
　の窓口では受け付けません�

3　受診者には市から決定
　通知書が8月下旬に郵送
　されます。結果は全員
　に通知します�

4　検診医療機関に
　電話などで予約�

5　1日人間ドック・
　脳ドックを受診�



四
十
歳
以
上
の
か
た
が
保
険

料
を
出
し
合
い
地
域
の
介
護
を

支
え
る
介
護
保
険
制
度
。
平
成

15
年
度
か
ら
六
十
五
歳
以
上
の

か
た
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り

ま
し
た
。

保
険
料
は
六
段
階
で

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
の
介

護
保
険
料
額
は
、
三
年
に
一
度

見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
そ
の
見
直

し
の
年
に
あ
た
り
、
柏
市
で
は

従
来
の
五
段
階
か
ら
新
た
に
六

段
階
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
一
千
万

円
以
上
の
か
た
の
第
六
段
階
が

新
設
さ
れ
、
第
四
段
階
の
対
象

者
が
所
得
二
百
五
十
万
円
未
満

か
ら
、
二
百
万
円
未
満
の
か
た

と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年

度
と
同
額
の
所
得
で
も
、
保
険

料
段
階
が
上
が
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
所
得
の
少
な
い
か
た

へ
の
配
慮
か
ら
、
第
一
段
階
と

第
二
段
階
の
保
険
料
額
が
前
年

度
に
比
べ
て
減
額
さ
れ
ま
し

た
。
段
階
ご
と
の
保
険
料
と
支

払
い
方
法
は
別
掲
「
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
（
第
一
号
被
保
険

者
）
の
介
護
保
険
料
」
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

額
を
平
準
化

４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金

か
ら
差
し
引
か
れ
る
介
護
保
険

料
額
は
、
２
月
の
年
金
か
ら
差

し
引
か
れ
た
額
と
同
額
と
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
仮
徴

収
）。
10
月
・
12
月
・
２
月
の

天
引
き
額
は
年
間
保
険
料
額
か

ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
き
、
均

等
に
割
り
振
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
天
引
き
額
が
10

月
か
ら
増
え
る
場
合
や
減
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
減
る
場
合
に

つ
い
て
は
、
各
期
別
ご
と
の
天

引
き
額
を
年
間
を
通
じ
て
平
準

化
す
る
た
め
に
、
８
月
の
仮
徴

収
額
を
減
額
し
て
調
整
し
ま

す
。詳

し
く
は
、
個
別
に
通
知
さ

れ
る
決
定
通
知
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

な
お
、
災
害
や
生
活
困
窮

（
収
入
が
生
活
保
護
基
準
の

一
・
二
倍
程
度
）
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
を
す
る
と
保
険
料
の

減
免
や
徴
収
猶
予
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

低
所
得
者
に
利
用
料
を
助
成
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
か

た
の
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
、
市
で
は
利
用
料
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に

は
、
市
が
交
付
す
る
助
成
認
定

証
が
必
要
で
す
。

対
象

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
か
た
�
本
人
お
よ

び
本
人
と
生
計
を
同
一
に
す
る

世
帯
員
全
員
が
所
得
税
非
課
税

で
あ
る
�
介
護
保
険
料
を
滞
納

し
て
い
な
い
�
そ
の
他
市
で
定

め
る
収
入
状
況
や
資
産
要
件
に

合
致
し
て
い
る

助
成
額

利
用
者
が
事
業
者

に
支
払
う
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

自
己
負
担
額
一
〇
％
の
う
ち
四

％（
生
活
困
窮
の
か
た
は
七
％
）

※
収
入
状
況
等
を
審
査
し
決
定

し
ま
す

助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問

介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問

看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
の
申
請

介
護
保
険
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
で

配
布
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
介
護
保
険
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
上
、
該
当
す
る
か
た
に
後
日

認
定
証
を
送
付
し
ま
す

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
か

た
へ現

在
の
認
定
証
の
有
効
期
間

は
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

７
月
以
降
も
引
き
続
き
助
成
を

受
け
よ
う
と
す
る
か
た
は
、
次

の
方
法
で
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
方
法

６
月
中
旬
に

市
か
ら
送
付
す
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
６
月
30
日

（
月
）
ま
で
に
介
護
保
険
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
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介
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広報� 平成１５年（２００３年）６月１５日 第１１９５号 �

市立柏高等学校 �7132─3460

講座・とき・対
象・内容・費用�
と こ ろ �
申し込み�
�
�
�
�
�

　市立柏高校では夏休みを利用してサマースクールを行います。興味のある講座があったら、チャレンジを！�

別表のとおり��
市立柏高等学校（船戸山高野）�
往復はがきに「サマースクール希望」と明記し、
希望する講座名（パソコン講座希望のかたは、パ
ソコン所有の有無・パソコン歴）・住所・氏名・
年齢・電話番号と返信面のあて先を書いて、〒
277－0801船戸山高野325－1　市立柏高等学校へ、
6月27日�までに郵送で（必着）※応募者多数の
場合は抽選。バスケットボール教室は日程が決ま
り次第、広報かしわで募集します�

問�

講 座 名 � と き � 対 象 � 内 容 � 費 用 �

将棋入門� 7月28日�～8月1日�午
前10時～正午（計5回）� 小・中学生、20人�駒の動かし方から対局まで� 300円�

陶芸教室�
7月28日�～30日�、8月
4日�・5日�午前9時～
正午（計5回）�

どなたでも、20人
※未経験者歓迎�

電動ろくろを使った陶芸� 500円�

パソコン講座� 初心者、30人� ワード2002によるワープロ入
門※昼食持参�

1,500円（テ
キスト代等）�

7月28日�～30日�午前10
時～午後3時（計3回）�

中国語会話初
級�

7月28日�～30日��
午前10時～正午（計3回）�初心者、15人�

初級中国語（発音、四声練習、
一口会話、漢詩等の音読）� 300円�

英会話初級� 7月28日�～30日��
午前10時～正午（計3回）�初心者、30人�

海外旅行に必要な基本的な英
会話� 300円�

市立柏高等学校� サマースクール� サマースクール�

バスケットボール
教室※募集は後日� 8月下旬を予定�

小・中学生、100
人�

バスケットボールの基本プレ
ー�

500円程度�
（傷害保険料）�7月28日�～8月1日�の午前9時半～正午に、校内の図

書館を市民の皆さんに開放します。ご利用ください�

月　日� 議事内容�　　 �

    6月 6 日�     招 集 日 �

 12日� 一般質問�

  13日� 〃�

 16日� 〃�

 17日� 〃�

 18日� 〃�

 19日�  議案質疑�

  20日� 委　員　会�

 23日� 〃�

 24日� 〃�

 26日� 採　　決�

6月議会の日程�

新
型
肺
炎
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）
が

世
界
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て

い
ま
す
。
柏
市
の
友
好
都
市
の

承
徳
市
が
あ
る
中
国
・
河
北
省

も
感
染
地
域
に
指
定
さ
れ
、
市

で
は
承
徳
市
に
医
療
マ
ス
ク
や

薬
用
石
け
ん
を
送
り
支
援
し
ま

し
た
。
ま
た
、
柏
市
内
で
疑
わ

し
い
症
例
者
が
発
生
し
た
場
合

に
備
え
、
搬
送
や
初
期
診
断
に

万
全
の
態
勢
を
と
っ
て
い
ま

す
。
小
動
物
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
が

原
因
の
一
つ
に
疑
わ
れ
て
い
る

等
の
報
道
も
あ
り
ま
す
。
市
内

で
も
数
年
前
か
ら
野
生
の
ハ
ク

ビ
シ
ン
が
見
ら
れ
る
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
が
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
に

つ
い
て
の
う
わ
さ
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
冷
静
、
か
つ
迅
速

に
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
沼
南
町
と
の
合
併

５
月
12
日
に
千
葉
県
か
ら
合

併
重
点
支
援
地
域
と
し
て
指
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
や
、

国
・
県
の
支
援
措
置
の
活
用
な

ど
を
含
め
、
柏
市
と
沼
南
町
の

一
市
一
町
の
合
併
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
平
成
17

年
３
月
の
合
併
特
例
法
の
期
限

を
視
野
に
入
れ
、
合
併
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
行
う
た

め
、
今
定
例
会
に
法
定
の
合
併

協
議
会
を
設
置
す
る
議
案
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

◇
少
人
数
学
級

き
め
細
か
な
学
習
指
導
を
実

現
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
、

小
学
校
一
年
生
の
学
級
児
童
数

が
三
十
六
人
以
上
と
な
る
学
校

に
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
配
置
す
る

な
ど
、
全
校
体
制
で
少
人
数
指

導
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇
構
造
改
革
特
区

東
京
大
学
や
千
葉
大
学
の
研

究
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
規

制
緩
和
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
千

葉
県
の
「
新
産
業
創
出
特
区
」

に
つ
い
て
、
５
月
23
日
、
構
造

改
革
特
区
推
進
本
部
か
ら
計
画

の
認
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
市

と
し
て
も
、
今
後
、
こ
の
計
画

の
実
現
に
向
け
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

◇
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

千
葉
県
内
の
土
木
工
事
の
進

ち
ょ
く
率
が
４
月
１
日
現
在
で

八
四
％
と
な
り
、
市
内
で
は
駅

舎
の
建
築
工
事
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
土
地
区
画
整
理

事
業
に
つ
い
て
、
柏
北
部
中
央

地
区
で
は
、
駅
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
た
め
の
都
市
計
画
道
路
部
分

の
仮
換
地
指
定
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
柏
北
部
東
地
区

で
は
、
５
月
26
日
か
ら
小
青
田

・
船
戸
地
区
の
仮
換
地
供
覧
が

始
ま
り
ま
し
た
。

◇
こ
ん
ぶ
く
ろ
池
公
園
整
備

今
年
度
か
ら
こ
ん
ぶ
く
ろ
池

公
園
計
画
室
を
設
置
し
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
公
募
に
よ
る

職
員
で
構
成
す
る
こ
ん
ぶ
く
ろ

池
公
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
５
月
20
日
に
発
足
さ
せ
、
こ

こ
で
検
討
さ
れ
た
事
項
を
、
今

後
設
置
を
予
定
し
て
い
る
学
識

経
験
者
、
地
域
や
住
民
の
代
表

等
か
ら
な
る
「（
仮
称
）
こ
ん

ぶ
く
ろ
池
公
園
環
境
創
造
会

議
」
へ
報
告
す
る
予
定
で
す
。

◇
保
健
医
療
福
祉
施
設

総
合
的
な
保
健
医
療
福
祉
施

設
（
柏
下
）
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
、
用
地
取
得
が
完

了
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
市
民

の
か
た
や
関
係
団
体
等
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
施
設
整
備
や

管
理
運
営
に
民
間
活
力
を
生
か

す
手
法
の
導
入
に
向
け
て
詳
細

な
調
査
を
進
め
る
予
定
で
す
。

◇
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
策

柏
保
健
所
管
内
の
関
係
自
治

体
で
の
担
当
者
会
議
や
、
市
の

関
係
部
署
に
よ
る
連
絡
会
議
で

連
携
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
市

立
柏
病
院
に
お
い
て
院
内
感
染

防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

な
ど
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急
隊

員
へ
の
二
次
感
染
を
防
止
す
る

た
め
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
、
患
者
を
救
急
車
で
搬
送

す
る
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

法
定
の
合
併
協
議
会
設
置
へ

柏市長　本多 晃

6月市議会市政報告

〈第1段階〉老齢福祉年金の受給者で、世帯
全員が住民税非課税・生活保護受給者� 13,440円�

〈第2段階〉世帯全員が住民税非課税� 23,520円�

〈第3段階〉本人が住民税非課税� 33,600円�

〈第4段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が200万円未満� 43,680円�

〈第5段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が200万円以上1,000万円未満� 53,760円�

■65歳以上のかた（第1号被保険者）の介護保険料�
所 得 段 階 � 年　額�

支払い方法�
◇年金が年間18万円以上のかた（遺族年金・障害年金・老齢
　福祉年金のみの受給者を除く）�
　年金の受給時に特別徴収（年金からの天引き）します。�
　特別徴収のお知らせは6月23日�にお送りします。�
◇年金が年間18万円未満のかた�
　口座振替か納入通知書で、金融機関などで納めてくださ
　い。納入通知書は6月18日�にお送りします。�
支払い方法の変更�
　年度の途中で次のいずれかに該当したかたは、来年度の
9月までは納入通知書で納めていただくことになります。
①65歳になった②老齢（退職）年金の受給が始まった③他
の市町村から転入した�
　※年度途中で所得段階の変更があったかたも、納入通知�
　　書で納める方法に変更となります�

〈第6段階〉本人が住民税課税で、合計所得
金額が1,000万円以上� 63,840円�

65
歳
以
上
の
か
た
の
保
険
料
が
変
更

15
年
度
保
険
料
と
利
用
料
金
の
助
成
介護保険



平
成
17
年
３
月
の
完
成
を
目

指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
第
二
清
掃
工
場
。
市
で
は
市

民
参
画
の
も
と
、
平
成
９
年
度

か
ら
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

特
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関

し
て
は
、
土
壌
・
大
気
・
水
質

に
つ
い
て
柏
市
全
域
を
調
査

し
、
松
葉
に
よ
る
補
完
調
査
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
調
査
や
検
討
委
員
会

な
ど
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

第
二
清
掃
工
場
の
稼
働
に
伴

う
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
健
康
へ

の
影
響
を
検
証
す
る
た
め
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
学
識
経
験
者
、
地
元

町
会
・
自
治
会
等
の
代
表
者
、

公
募
委
員
で
構
成
し
ま
す
。

平
成
16
年
３
月
ま
で
に
、
四

回
程
度
の
委
員
会
を
開
き
、
調

査
方
法
等
の
実
施
計
画
案
に
対

す
る
評
価
等
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今
後
、
検
討
結
果
を
踏
ま
え

て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
健
康
影

響
調
査
実
施
計
画
を
策
定
し
、

平
成
16
年
度
の
工
場
試
運
転
ま

で
に
事
前
の
調
査
を
行
い
、
さ

ら
に
工
場
本
稼
働
後
に
同
様
の

調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。今

回
、
こ
の
検
討
委
員
会
の

公
募
に
よ
る
委
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
で
二
十
歳

以
上
の
か
た
、
二
人

申
し
込
み

は
が
き
に
「
健

康
影
響
調
査
検
討
委
員
希
望
」

と
明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
性
別
・
生
年
月

日
・
職
業
・
電
話
番
号
・
応
募

の
動
機
を
書
い
て
、
〒
２
７
７

│
８
５
０
５
　
柏
市
役
所
清
掃

工
場
建
設
課
へ
、
６
月
30
日

（
月
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

清
掃
工
場
建
設
課
�
７
１

６
７
│
１
１
４
０

広報�③ 第１１９５号 平成１５年（２００３年）６月１５日

文化課 �7167─1494

と き �
�
ところ
対 象 �
内 容 �
�
費 用 �
講 師 �
申し込み�

7月22日�～25日�午前9時半～午後0時半（最終日は午後
0時半～4時）�
アミュゼ柏�
小学3～6年生、25人程度�
遊びながら演劇の楽しさを知り、表現する喜びを体験しま
す�
800円�
現代演劇協会演劇研究所・松本永実子氏（劇団昴演出家）�
はがきに「劇体験講座希望」と明記し、住所・氏名・電話
番号・学校名・学年・保護者氏名を書いて、〒277─8505　柏
市役所文化課へ、6月25日�までに郵送で（当日消印有効）
※応募者多数の場合は抽選。結果は全員にお知らせします�

かしわ塾『劇』体験講座�
かしこい体とじょうぶな頭をつくろう！�

6月24日�・7月3日�午後1
時半～4時、7月23日�～25
日�のうち1日（計3回）�
あけぼの山農業公園�
市内在住のかた、先着30人
※以前に参加したかたを除
く�
3種類の梅干しを作ります�
4,000円�
6月17日�午前9時から、あ
けぼの山農業公園へ電話か
直接※申し込みは1人分だけ�

あけぼの山農業公園 �7133─8877

と　き�
�
�
ところ�
対　象�
�
�
内　容�
費　用�
申し込み�

問�

8月23日�午後8時半～24日�午前7時（小
雨決行）�
市内在住の中学生、720人�
柏駅東口～あけぼの山公園～利根サイク
リングコース～市立柏高等学校～柏の葉
公園～柏中学校（約30キロメートル）�
300円�
市立の中学校、各近隣センターで配布し
ている申込書に必要事項を書いて、6月
27日�までに市立の中学校か、青少年課
内柏市青少年相談員連絡協議会事務局（青
少年センター内・十余二）へ直接�
青少年課内柏市青少年相談員連絡
協議会事務局 �7131─5896

と　き�
�
対　象�
コース�
�
�
費　用�
申し込み�

問�

オールナイトで市内をウォーキングしよう！�

問�

夏休みだ！�
アミュゼで遊ぼう�

ところ�
�
対　象
　�
�
�
内　容
　�
�
�
�
費　用
申し込み
　�
�
�
�
�
�
その他�

東京リーガルマインド柏本校（旭町1丁目、柏駅西口徒歩
2分）�
市内在住で20歳以上の初心者のかた（高齢者対象講座は
65歳以上のかた、中小企業従事者・農業従事者講座は企
業オーナーや商店主と従業員・農業従事者）、各講座20
人※聴覚障害者対象講座は10人�
�初心者・高齢者・聴覚障害者対象講座（12時間）＝パソ
コンの基本操作、インターネットの利用、電子メールの
送受信、はがきの作成等�
�中小企業従事者・農業従事者対象講座（12時間）＝パソ
コンの基本操作、業務に役立つ利用法等�
無料�
往復はがきに「ＩＴ講習会希望」と明記し、希望の講座
番号（第3希望まで）・住所・氏名（ふりがな）・年齢・性別・
電話番号・初受講か再受講の区別（中小企業従事者・農
業従事者対象講座を希望するかたは職業・勤務先も）と
返信面のあて先を書いて、〒277－8505　柏市役所情報政
策室へ、6月27日�までに郵送で（必着）※記入は横書き
で。応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�
車での来場はご遠慮ください�

応 募 方 法 �

　今回は初心者向け講座を対象別に4種類用意しました。今後はスキル
アップ講座や中小企業・農業従事者を対象にしたホームページ作成講
座の予定もあります。まずは、手始めにパソコンに慣れるところから
始めてみませんか。�

ＩＴ講習会を開講�

情報政策室 �7167─1153問�

初心者対象�

東京リーガルマインド柏市ＩＴ講習会事務局 �03─5272─5821

�

講座番号� 日　程� 講座番号� 日　程�

Ｂ－1�
Ｂ－2�
Ｂ－3

7月2 2日�～25日��
7月29日�～8月1日��
8月1 9日�～22日��

Ａ－1�
Ａ－2�
Ａ－3�
Ａ－4�
�

7月2 2日�～25日��
7月29日�～8月1日��
8 月 5 日 � ～ 8 日 � �
8月1 9日�～22日��

初心者対象講座 4日間コース（午前・午後・夜間）定員各20人�

午前9時半～午後0時半�
午前コース�

午後1時半～4時半�
午後コース�

講座番号� 日　程� 講座番号� 日　程�

Ｄ－2 8月 2 6日�～2 9日��Ｄ－1 8月 2 6日�～2 9日��

高齢者対象（65歳以上）講座 4日間コース（午前・午後）定員各20人�

午前9時半～午後0時半�
午前コース�

午後1時半～4時半�
午後コース�

講座番号� 日　程�

Ｅ－1 8 月 5 日 � ～ 8 日 � �

聴覚障害者対象講座 4日間コース（午後）定員10人�

午後1時半～4時半�
午後コース�

講座番号� 日　程� 講座番号� 日　程�

Ｆ－2 8 月 5 日 � ～ 8 日 � �Ｆ－1 7月29日�～8月1日��

中小企業・農業従事者対象講座 4日間コース（夜間）定員各20人�

午後6時半～9時半�
夜間コース�

講座番号� 日　程�

Ｃ－ 1�
Ｃ－ 2�
Ｃ－ 3�
�
�

7月2 2日�～25日��
8月1 9日�～22日��
8月2 6日�～29日��

午後6時半～9時半�
夜間コース�

南
柏
駅
東
口
土
地
区
画
整
理

事
業
で
は
、
南
柏
駅
東
口
六
・

九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
平
成

７
年
度
か
ら
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
ス
ー
パ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
な
ど
か
ら
な
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
営
業
を
開
始

す
る
な
ど
、
新
し
い
駅
前
の
顔

が
で
き
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
広
場
と
道
路
は

電
気
や
電
話
等
の
電
線
類
を
地

中
化
し
、
電
柱
を
な
く
し
て
景

観
上
も
解
放
感
を
持
た
せ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
駅
前
広
場
部
分

の
改
修
工
事
に
着
手
す
る
た

め
、
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
・
一
般
車
の
乗

降
場
所
が
別
図
の
と
お
り
変
更

に
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
駅
前
広
場
全
域
が
使

用
可
能
と
な
る
の
は
、
平
成
15

年
10
月
初
旬
の
予
定
で
す
。

1

南
柏
駅
東
口
土
地
区
画
整

理
事
務
所
�
７
１
７
５
│
７
５

７
１

バス乗降場�

タクシー�
乗降場�

バス�
乗降場� 一

般
車
乗
降
場�

南柏駅�
東口�

タクシー待機場�
一般車進入禁止�

至柏�至松戸�
■7月1日からのバス・タクシー・一般車乗降場�

工事箇所�

N
通行止め�

利
用
者
は
ご
注
意
を

バ
ス
等
乗
降
場
所
が
変
更

南柏駅東口

第
二
清
掃
工
場
の
稼
働
に
向
け
て

市
民
検
討
委
員
を
募
集

周
辺
環
境
に
配
慮
し
工
事
を
進
め
て
い
る
第
二
清
掃
工
場

（
中
央
は
煙
突
部
分
）

　最近、子育て中のカラスや犬・猫
により生ごみの袋がいたずらされる
ケースが目立ってきました。カラス
よけネット等を上手に使い、被害を
防ぎましょう。ネットは、町会・自
治会でご用意ください。�
　生ごみを出すときは、次のことに
気を付けましょう。�
　�しっかり水切りをする（ぬれてい
　ると袋が破けてしまう）�
　�ネットをごみ袋の下に巻き込むよ
　うにして簡単に持ち上げられない
　ようにする�

問�清掃収集事務所 �7173─5111

ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類

を

検

証



貴重種の避難場所貴重種の避難場所�

湧水湧水�

貴重種の避難場所貴重種の避難場所�

湧水湧水�

水温調整池水温調整池（メダカ（メダカ�
などの避難ゾーン）などの避難ゾーン）�

不耕起栽培不耕起栽培�
の水田の水田�

通常の稲作通常の稲作�
の水田の水田�

休耕地の休耕地の�
生き物ゾーン生き物ゾーン�

水温調整池水温調整池（メダカ（メダカ�
などの避難ゾーン）などの避難ゾーン）�

不耕起栽培不耕起栽培�
の水田の水田�

通常の稲作通常の稲作�
の水田の水田�

ホタルのホタルの�
せせらぎせせらぎ�
ホタルのホタルの�
せせらぎせせらぎ�

オニヤンマオニヤンマ�
のせせらぎのせせらぎ�
オニヤンマオニヤンマ�
のせせらぎのせせらぎ�

水田生態系�
復元ゾーン�

水辺の生き�
ものゾーン�

休耕地の休耕地の�
生き物ゾーン生き物ゾーン�

Ｎ
�

至柏�

新
柏
駅�

東
武
野
田
線�

名戸ケ谷
病院�

名戸ケ谷小�
名戸ケ谷�
ビオトープ�

■名戸ケ谷ビオトープ位置図�

広報�� 第１１９５号 平成１５年（２００３年）６月１５日 広報� 平成１５年（２００３年）６月１５日 第１１９５号 �

私は名戸ケ谷湧（ゆう）水の近くにすむカエルのぴょん子。ここは水が湧
き出ていて、素敵な湿地なの。近ごろ私たち生き物がすみやすいように�ビオ
トープ�っていうところになったんだって。お陰で人間が観察に来たり田植
えに来たり、そりゃもう大騒ぎ。途絶えていた田んぼが復活したり、ここで
遊ぶ人間の子が増えたりしてにぎやかになったって私の両親も喜んでいるわ。
カエルの学校で習ったけど、これは「柏市環境基本計画」の取り組みの一つ
で、柏の人がみんなで協力して環境を守る試みらしいの。今回は、ここでの
活動を紹介するわ。みんなも私と一緒に環境について考えてみてね。

みんなで考えようよ�

共に生きるために、環境を守り、育て、伝えるまち　柏共に生きるために、環境を守り、育て、伝えるまち　柏�

柏市環境基本計画を改訂�

　市では、今年3月に柏市環境基本計画を改訂しました。この計画は
環境についての課題を総合的・計画的に解決するために平成9年3月
に策定しましたが、将来にわたり持続できる循環型の社会やさまざ
まな生き物が生息できる環境作りなどへの対応が必要になってきた
こと、また柏市第四次総合計画の策定（平成13年4月）や「柏市環境
基本条例」の制定（平成13年9月）など環境基本計画の推進に必要な
体制も整えられてきたことから、今回の改訂が行われたものです。�
　「市民との協働」を「戦略目標」に�
　今回の改訂では、市がまちづくりを進めていく上で指針となる柏
市第四次総合計画と環境に関する基本的な事項を定めた環境基本条
例を踏まえ、望ましい環境像を「共に生きるために、環境を守り、
育て、伝えるまち柏」と定めました。この実現に向けて、次のよう
に分野別に4つの目標を設け、さらにそれらを実現するための戦略目
標として「市民との協働」を位置付けました。�
基本目標�
○分野別目標�
�自然環境－豊かで魅力ある自然環境を守り、生物多様性の　
　確保に努めます�
�生活環境－安全で健康に暮らせる生活環境をつくり、環境　
　への負荷の少ない循環型社会の形成に努めます�
�快適環境－四季折々のうるおいとやすらぎのある快適環境　
　をつくり、地域に密着した都市景観の整備に努めます�
�地球環境－地域環境を守ることが、ひいては地球環境を守　
　ることであるとの意識を持ち、地球市民として、地球温暖化　
　対策、オゾン層の保護、酸性雨対策などの推進に努めます�
○戦略目標�
　市民との協働－市民、事業者、民間団体、市が主体的に、良
好な環境を保全・創造して、次世代に引き継ぐように努めます�

　具体的な数値や取り組みを設定�
　環境の改善が実感できるように、分かりやすい目標を数値などで
表した「環境指標」を設定しました。�
　例えば…�
　・シンボルとなる生物の認識率（注1）�
　　オナガ　現在30.1％→100％　オニヤンマ　現在43.0％→70％�
　・手賀沼の透視度（注2）�
　　現在25.5センチメートル→30センチメートル以上�
　　※目標値は平成27年度、現況値は平成11～14年度の数値�
　　　注1：対象となるそれぞれの生物について、知っている割合　�
　　　注2：沼や湖の水の透き通りの度合い�
　市民、事業者と市がそれぞれの役割を意識して、それぞれにでき
る具体的な取り組みとして「環境配慮指針（原則）」を示しました。�
　例えば…　�
　◎手賀沼の浄化に関する配慮指針�
　　市民：生活排水対策（調理くずや食用油を流さないなど）をし
　　ましょう�
　　事業者：排水の排出基準を守りましょう�
　みんなが参加して計画を進めるシステムに�
　計画を効率的に進めるために、市民・事業者・民間団体による「市
民ネットワーク」を組織します。「市民ネットワーク」は、柏市環
境審議会などと共に評価などを行い、計画を推進する中核になって
活動していきます。�
　また、計画を進める上で常に「事業の計画、実施、点検・評価、
改善」というサイクルを繰り返して事業の進み具合を管理し、継続
的に改善を行っていきます。�

　○柏市環境基本計画はここで見ることができます�
　柏市環境基本計画は、柏市のホームページ「かしわシティネッ
ト」（アドレスは1面欄外参照）・市内各図書館・行政資料室（市
役所第2庁舎1階）・消費生活センターで閲覧できます。また、行
政資料室と環境保全課で販売もしています（1部2,500円）。�

�田んぼは生きている

か
つ
て
名
戸
ケ
谷
湧（
ゆ
う
）

水
の
周
辺
は
、
水
田
が
広
が
る

湿
地
帯
で
し
た
。
農
業
も
機
械

で
な
く
人
の
手
で
行
っ
て
い
た

時
代
、
夏
は
オ
ニ
ヤ
ン
マ
や
ギ

ン
ヤ
ン
マ
が
飛
び
か
い
、
夜
は

ホ
タ
ル
の
明
か
り
で
周
辺
が
明

る
く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
周
辺
の
開

発
が
進
む
に
つ
れ
て
そ
の
姿
も

ほ
と
ん
ど
見
え
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
水
田
も
休
耕
と
な

り
、
そ
の
生
態
系

も
崩
れ
て
き
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
市

は
ビ
オ
ト
ー
プ
（
注
）

を
整
備
し
、
こ
の
地
域
に
も
と

も
と
す
ん
で
い
る
生
き
物
が
す

め
る
水
辺
と
水
田
の
生
態
系
を

復
元
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

整
備
は
昨
年
３
月
に
終
わ

り
、
活
用
運
営
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
ビ

オ
ト
ー
プ
を
市
民
で
育
て
る
こ

と
が
決
ま
り
、
会
員
を
公
募
し

て
、「
名
戸
ケ
谷
ビ
オ
ト
ー
プ

を
育
て
る
会
」
が
こ
こ
の
自
然

を
守
る
活
動
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

※
注
＝
野
生
の
生
き
物
が
生

息
で
き
る
田
ん
ぼ
な
ど
の
湿
地

・
草
地
・
川
・
森
林
な
ど

名
戸
ケ
谷
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、

育
て
る
会
の
か
た
ば
か
り
で
な

く
、
近
く
の
小
学
生
が
遊
び
に

来
た
り
、
親
子
連
れ
や
お
年
寄

り
が
散
歩
に
来
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

こ
こ
は
生
き
物
が
す
む
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
憩
い
の
場
で
も

あ
る
の
で
す
。「
育
て
る
会
」
で

も
、
多
く
の
市
民
の
か
た
に
来

て
も
ら
い
、
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
自
然
に
触
れ
て
、
少
し

で
も
こ
の
場
を
守
る
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
え
た
ら
と
、

だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
く
そ
う
で

す
。し

か
し
残
念
な
こ
と
に
、
活

動
の
た
め
に
立
て
て
い
る
注
意

看
板
や
、
湧
水
の
湧
き
出
し
口

の
パ
イ
プ
が
取
ら
れ
る
な
ど
の

い
た
ず
ら
被
害
が
頻
繁
に
出
て

い
ま
す
。
自
然
を
守
り
、
共
生

し
て
い
き
た
い
と
願
う
の
は
、

だ
れ
も
の
願
い
の
は
ず
で
す
。

こ
う
し
た
思
い
を
踏
み
に
じ
る

行
為
は
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

「
自
然
大
好
き
」
な
人
た

ち
ば
か
り
で
す

名
戸
ケ
谷
ビ
オ
ト
ー
プ
を
育
　

て
る
会
会
長

篠
崎

将
さ
ん（
増
尾
在
住
）

小
学
生
か
ら
八
十
歳
ぐ
ら
い

の
か
た
ま
で
、
約
百
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
自
然
保
護
の
た

め
と
い
う
よ
り
も
、「
田
ん
ぼ
を

手
伝
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
も
う

一
度
や
り
た
い
」
と
か
「
植
物

が
大
好
き
だ
か
ら
」
と
い
う

「
自
然
に
触
れ
た
い
」
か
た
が
多

い
で
す
ね
。
こ
の
会
は
、
そ
ん

な
�
自
然
大
好
き
�
な
人
た
ち

で
昭
和
初
期
の
自
然
を
で
き
る

限
り
取
り
戻
そ
う
と
活
動
し
て

い
ま
す
。

発
足
し
た
ば
か
り
の
上
、
ビ

オ
ト
ー
プ
を
市
民
の
手
で
管
理

し
よ
う
と
い
う
例
が
ほ
か
に
あ

ま
り
な
い
の
で
試
行
錯
誤
の
連

続
で
す
が
、
年
間
計
画
を
立
て

た
り
し
て
、
よ
う
や
く
軌
道
に

乗
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

稲
作
や
生
物
の
調
査
ば
か
り

で
な
く
、
排
水
の
パ
イ
プ
を
直

す
な
ど
の
重
労
働
も
あ
り
ま
す

が
、
参
加
者
は
、
泥
ん
こ
・
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
み
ん
な

本
当
に
楽
し
そ
う
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
中
に
は
、
毎
日
の
よ

う
に
見
に
行
っ
て
、
手
入
れ
を

し
て
い
る
か
た
も
い
ま
す
。

ま
だ
一
年
目
な
の
で
、
今
年

は
米
の
収
穫
や
ホ
タ
ル
も
ま
だ

ま
だ
期
待
す
る
ほ
ど
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
来
年
に
は
、

少
し
ず
つ
成
果
が
出
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
、
名
戸
ケ
谷
湧
水
周

辺
と
市
内
の
ほ
か
の
湧
水
や
河

川
を
生
き
物
が
行
き
来
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な

場
所
で
活
動
す
る
か
た
が
た
に

こ
の
会
を
参
考
に
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
、
市
民
の
手

で
自
然
を
守
る
活
動
が
広
が
っ

て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。

�生きものを呼び戻せ

�人もカエルも
みんな集まる

環境保全課 �7163－4422

名
戸
ケ
谷
ビ
オ
ト
ー
プ
を
育

て
る
会
と
名
戸
ケ
谷
小
の
子
ど

も
た
ち
と
で
、
今
年
二
月
、
人

と
生
き
物
が
共
に
暮
ら
せ
る
場

に
す
る
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

水
田
生
態
系
復
元
ゾ
ー
ン
で

耕
作
を
行
う
、
水
田
稲
作
部
会

と
不
耕
起
栽
培
（
�
田
ん
ぼ
は

生
き
て
い
る
参
照
）
部
会
、
水

辺
の
生
き
も
の
ゾ
ー
ン
で
こ
こ

に
本
来
す
ん
で
い
る
生
き
物
を

守
る
生
き
も
の
部
会
と
ホ
タ
ル

部
会
の
四
つ
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
ま
す
（
別
図
「
ビ
オ
ト

ー
プ
の
全
体
図
」
参
照
）。

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
観
察
す

る
た
め
に
、
４
月
下
旬
に
は
生

き
も
の
部
会
が
観
察
会
を
行
い

ま
し
た
。「
う
わ
あ
、
オ
タ
マ
ジ

ャ
ク
シ
が
い
る
！
」「
こ
ん
な
花

も
咲
い
て
る
よ
」
と
、
み
ん
な

近
く
に
い
な
が
ら
見
過
ご
し
て

い
た
自
然
を
あ
ら
た
め
て
発
見
。

で
も
残
念
な
が
ら
ヤ
ゴ
（
ト
ン

ボ
の
子
ど
も
）
が
外
来
種
の
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
に
ほ
と
ん
ど

食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
こ

と
も
分
か
り
ま
し
た
。
同
じ
生

き
物
で
も
本
来
い
な
か
っ
た
も

の
が
い
る
だ
け
で
、
生
態
系
は

崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

稲
作
を
行
う
二
つ
の
部
会
は
、

５
月
に
田
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
水
田
稲
作
部
会
と
名
戸

ケ
谷
小
の
子
ど
も
た
ち
。
手
で

一
本
一
本
苗
を
植
え
付
け
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
泥
ん
こ

に
な
っ
て
「
生
き
て
い
る
」
田

ん
ぼ
を
体
で
実
感
し
た
よ
う
で

す
。も

う
一
方
の
不
耕
起
栽
培
部

会
は
、
そ
の
一
週
間
ほ
ど
後
に
、

二
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
田
植

え
を
行
い
ま
し
た
。
通
常
の
水

田
と
違
い
、
泥
に
穴
を
開
け
、

専
用
に
強
く
作
ら
れ
た
苗
を
植

え
付
け
ま
し
た
。

不
耕
起
栽
培
は
、
農
薬
や
化

学
肥
料
の
使
用
や
代
か
き
を
行

わ
ず
、
稲
刈
り
後
も
切
り
株
を

残
し
て
水
を
張
り
ま
す
。
す
る

と
イ
ト
ミ
ミ
ズ
な
ど
が
発
生
し
、

土
壌
が
改
良
さ
れ
て
、
メ
ダ
カ

や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
の
生
き
物
が

す
み
や
す
い
環
境
に
な
る
そ
う

で
す
。
一
年
目
の
今
年
は
土
作

り
の
段
階
で
す
が
、
こ
の
農
法

を
続
け
れ
ば
、
生
き
物
が
す
み

や
す
い
の
と
同
時
に
、
機
械
を

使
わ
な
く
て
も
、
あ
ま
り
手
を

か
け
ず
に
稲
作
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
こ
は
「
ホ
タ
ル
の
里
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
た
（
平
成
３
年
７
月
撮
影
）

木
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ

不
耕
起
栽
培
の
田
植
え

ビオトープの全体図

みんな仲良く暮らしたいから�みんな仲良く暮らしたいから�
「名戸ケ谷ビオトープを育てる会」の取り組み�「名戸ケ谷ビオトープを育てる会」の取り組み�

�どんな生き物がいるんだろう？

問



楽
し
い
絵
本
の
せ
か
い

と
き

７
月
２
日
（
水
）
午

後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ

ー「
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お
」

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
二
十
人

内
容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ

直
接
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

�
７
１
７
０
―
５
５
７
０

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講

習
会

と
き

７
月
６
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
か
た
、
二
十
人

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁

目
八
│
一
二
　
柏
市
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
、
６
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

講
習
修
了
者
に
は

「
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
修

了
証
」
が
交
付
さ
れ
、
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
映
画
フ
イ
ル

ム
、
映
写
機
が
利
用
で
き
ま
す

1

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
�

７
１
６
７
│
２
２
２
４

イ
ベ
ン
ト
の
案
内
状
作

成
講
座

と
き

７
月
14
日
（
月
）
午

後
１
時
半
〜
４
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤

で
、文
字
入
力
が
で
き
る
か
た
、

二
十
五
人

内
容

ワ
ー
ド
等
で
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
状

を
作
り
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

Ｄ
Ｏ
Ｓ
│
Ｖ

の
初
期
化
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
一

枚
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
状
作
成
講

座
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
返

信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒

２
７
７
―
０
０
０
５
柏
五
丁
目

八
―
一
二
　
柏
市
中
央
公
民
館

へ
、
６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に

郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募
は
一

人
一
通
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
一
度
受
講
さ
れ
た
か

た
は
不
可

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

成
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
教
室

と
き

７
月
19
日
（
土
）
・

26
日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜
４

時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

成
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の

か
た
、
二
十
五
人

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の

基
礎
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

用
意
す
る
物

Ｄ
Ｏ
Ｓ
│
Ｖ

の
初
期
化
し
た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
一

枚
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
成
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

メ
ー
ル
教
室
希
望
」と
明
記
し
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
と
返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い

て
、
〒
２
７
７
―
０
０
０
５
柏

五
丁
目
八
―
一
二
　
柏
市
中
央

公
民
館
へ
、
６
月
30
日
（
月
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応

募
は
一
人
一
通
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
一
度
受
講
さ

れ
た
か
た
は
不
可

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

広報� 平成１５年（２００３年）６月１５日 第１１９５号 �

ミ
ュ
ー
ズ
・
裸
婦
ク
ロ
ッ
キ
ー

制
作
実
演

６
／
27
の
13
時
半
〜

16
時
、
Ｊ
Ａ
田
中
松
葉
町
。
先
着

十
人
。
千
五
百
円
。
要
申
し
込
み
。

川
崎
�
７
１
３
３
│
６
７
１
６

柏
市
民
に
よ
る
合
唱
の
集
い
　

６
／
22
の
10
時
半
〜
18
時
、
市
民

文
化
会
館
。
二
百
五
十
円
。
全
体

合
唱
指
揮
関
屋
晋
氏
。
倉
持
�
７

１
６
９
│
０
１
３
３

Ｋ
Ｉ
Ｄ，
Ｓ
マ
マ
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー

６
／
26
の
10
時
〜
15
時
、

い
な
げ
や
柏
南
増
尾
店
。
雨
天
翌

日
。
南
�
０
７
０
│
５
２
１
５
│

５
８
９
２

常
総
歴
史
研
究
会
二
十
周
年
記

念
講
演
会

６
／
29
の
14
時
〜
16

時
、
中
公
。
源
平
合
戦
の
再
検
討
。

無
料
。
土
田
�
７
１
６
３
│
３
８

０
４
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
教
育
資
金
・
老
後
の

生
活
資
金
勉
強
会

６
／
21
の
15

時
〜
18
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
成
人
。

無
料
。６
／
20
ま
で
に
申
し
込
み
。

清
水
�
７
１
３
３
│
６
７
６
１

柏
市
民
歌
会

７
／
５
の
13
時

〜
16
時
半
、
中
公
。
千
円
。
小
林

�
７
１
６
６
│
２
０
９
６

食
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
加
工
米
飯
」

６
／
23
の
13
時
〜
16
時
、
中
公
。

無
料
。
高
橋
�
７
１
４
９
│
０
７

９
７書

道
・
ペ
ン
「
す
み
れ
の
会
」

第
一
・
三
�
10
時
、
松
葉
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五
百
円
。
田
村
�
７
１
３
２
│

３
０
６
１

カ
ラ
オ
ケ
「
う
め
の
会
」

第

一
・
三
�
13
時
、
南
部
近
セ
体
育

館
。3

二
千
円
。
大
澤
�
７
１
７

２
│
８
７
３
９

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
紙

ふ
う
せ
ん
」

毎
�
18
時
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。

中
島
�
７
１
６
７
│
４
０
７
７

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
箏
）
サ
ー
ク
ル

「
ゆ
う
の
会
」

第
一
・
三
�
13

時
半
、柏
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

3

三
千
円
。
前
田
�
７
１
３
１
│

９
０
１
０

卓
球
「
柏
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ

ブ
」

毎
�
９
時
、
市
民
体
育
館
。

市
内
在
住
で
六
十
歳
未
満
。
多
少

の
経
験
者
。2

千
円
、3

千
円
。

岡
崎
�
７
１
３
３
│
０
７
１
９

表
千
家
茶
道
サ
ー
ク
ル

第
三

�
12
時
半
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千
円
、3

二
千
円
。
増
田
�
７
１

５
３
│
６
０
８
６

裏
千
家
茶
道
「
唱
和
会
」

第

三
・
四
�
９
時
、
藤
心
近
セ
。
初

心
者
。3

二
千
五
百
円
。
則
武
�

７
１
７
５
│
４
２
２
６
（
18
時
以

降
）料

理
「
味
彩
会
」

第
二
�
10

時
、
中
公
。2

千
円
、3

千
二
百

円
。
佐
川
�
７
１
３
３
│
１
８
１

３
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

月
四
回
�
９

時
半
、
木
戸
前
集
会
所
。
女
性
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
須
藤
�
７

１
７
２
│
６
４
２
０

ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

月
四
回
�
９

時
半
、
増
尾
近
セ
。
女
性
。2

千

円
、3

二
千
円
。
坂
巻
�
７
１
７

２
│
２
６
２
７

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
ヘ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
「
四
ツ
葉
ク
ラ
ブ
」

毎
�
19
時
15
分
、
柏
の
葉
公
園
体

育
館
。2

千
円
、3

二
千
円
。
斎

藤
�
７
１
３
２
│
４
１
４
９

話
し
方
「
ま
ゆ
の
会
」

第
二

�
13
時
半
、
寺
島
文
化
会
館
。2

千
円
、3

千
五
百
円
。
大
和
谷
�

７
１
６
４
│
６
０
７
７
（
夜
間
）

観
世
流
謡
曲
「
土
謡
会
」

第

二
・
四
�
９
時
、
南
部
近
セ
体
育

館
。
一
回
百
円
。
石
田
�
７
１
７

４
│
４
２
３
３

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
リ
リ
カ
の

会
」

毎
�
11
時
、
中
公
。
初
心

者
〜
多
少
踊
れ
る
か
た
。2

千
円
、

3

三
千
円
。
日
暮
�
７
１
６
９
│

０
４
９
１

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

4日�・11日�午前10時～午
後3時。各日先着10人。300円�

10日�・17日�午前10時～
午後1時。先着10人。200円�

3日�午前10時～午後3時�
先着10人。300円�

19日�午前9時半～午後0時半
先着10人※子どもも可。無料�

5日�午前10時～11時半�
先着20人。無料�

13日�午前10時～正午�
先着10人。無料�
15日�午前10時～正午�
先着10人。無料�

古着で帽子作り�

2日�午前10時～正午�
先着15人。100円�

犬の洋服作り�

ジーンズでバッグ
作り�

18日�午前10時～午後3時�
先着20人。200円�わらじ作り�

ペーパークラフト
のブローチ作り�

裂き織り�

自転車修理�

包丁研ぎ�

家具の修理�

問�柏市リサイクルプラザリボン館 �7199─5082
※申し込みは6月17日�午前9時半から、同館へ電話で�

講
座
･
講
演
�

市
営
住
宅
（
車
い
す
住

戸
）
入
居
者
を
再
募
集

市
営
住
宅
に
車
い
す
住
戸
の

空
家
が
で
ま
し
た
の
で
、
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
条
件
に
す

べ
て
該
当
す
る
か
た

・
柏
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、引
き
続
き
柏
市
に
居
住
し
、

現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

・
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、

同
居
し
よ
う
と
す
る
家
族
が
あ

る
・
申
込
者
か
同
居
者
が
一
〜

二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
車
い
す
を
使
用
し

て
い
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
過
去
一
年
間
の
家
族
全
員

の
平
均
月
収
が
二
十
六
万
八
千

円
以
下
で
あ
る
　

募
集
戸
数

車
い
す
住
戸

（
既
設
住
戸
）、
一
戸

申
し
込
み

６
月
30
日（
月
）

〜
７
月
４
日
（
金
）
に
、
建
築

住
宅
課
（
市
役
所
第
一
庁
舎
一

階
）
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書
い
て
、
７
月
７
日

（
月
）
〜
11
日
（
金
）
に
建
築

住
宅
課
へ
直
接
持
参
を
※
郵
送

は
不
可

1

建
築
住
宅
課
�
７
１
６
７

│
１
１
４
７

児
童
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に

児
童
手
当
（
特
例
給
付
を
含

む
）を
受
給
し
て
い
る
か
た
は
、

６
月
30
日
（
月
）
ま
で
に
、
現

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
出
期
限
を
過
ぎ
る

と
、
10
月
の
振
り
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
日
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
既
に
通
知
し
て

あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

│
１
５
９
５

母
子
世
帯
の
か
た
な
ど

に
「
児
童
扶
養
手
当
」

母
子
世
帯
で
公
的
年
金
な
ど

を
受
け
ら
れ
な
い
か
た
は
、
児

童
扶
養
手
当
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
母
子
世
帯
で
な
く

て
も
父
親
が
重
度
の
障
害
者
で

あ
っ
た
り
、
一
年
以
上
児
童
を

遺
棄
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
状

況
に
よ
っ
て
は
手
当
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
平
成
15
年
４
月
１

日
現
在
で
受
給
資
格
の
発
生
か

ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。
※
児
童

と
は
、
十
八
歳
に
達
し
た
日
か

ら
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
な
お
、
障
害
者
の
か
た
は

二
十
歳
未
満
ま
で
と
な
り
ま
す

1

児
童
育
成
課
�
７
１
６
７

│
１
５
９
５

３
あ
い
サ
ポ
ー
ト
柏
の

委
員
を
募
集

健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
市
と
一
緒
に
活

動
す
る「
３
あ
い
サ
ポ
ー
ト
柏
」

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
地
域
づ
く
り
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
た
、
皆
さ
ん
の
知
恵
や
力
を

支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数

十
人
程
度

任
期

７
月
１
日
〜
来
年
６

月
30
日
（
一
年
間
）

活
動
内
容
　
地
域
ぐ
る
み
で

楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
企

画
・
運
営
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
す
た
め
に
支
え
合
う

「
お
せ
っ
会
」
活
動
、
遊
び
を

生
か
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
、

パ
ソ
コ
ン
で
支
え
合
い
活
動
な

ど
を
通
し
た
、
世
代
を
超
え
た

仲
間
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り

レ
ポ
ー
ト

「
現
在
の
活
動

か
ら
得
ら
れ
た
こ
と
」「
地
域

に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
」

「
こ
こ
ろ
豊
か
な
子
ど
も
を
地

域
で
育
む
」
の
い
ず
れ
か
の
テ

ー
マ
を
選
び
、
八
百
字
程
度
に

ま
と
め
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
書

い
て
、レ
ポ
ー
ト
を
同
封
の
上
、

〒
２
７
７
│
８
５
１
２
　
柏
市

健
康
推
進
課
へ
、
6
月
25
日

（
水
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

か
直
接
持
参
を
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
選
考

1

健
康
推
進
課
�
７
１
６
４

│
３
３
３
３

「
下
水
道
の
日
」
の
ポ
ス

タ
ー
を
募
集

テ
ー
マ

「
９
月
10
日
下
水

道
の
日
」
の
文
字
が
入
っ
た
、

下
水
道
の
大
切
さ
・
役
割
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の

応
募
資
格

市
内
在
学
の
小

学
四
〜
六
年
生

応
募
方
法

市
内
の
各
小
学

校
を
通
し
て
配
布
す
る
応
募
要

領
に
よ
り
、
７
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
各
小
学
校
を
通
し
て
下

水
道
維
持
課
へ
直
接
持
参
を

賞

最
優
秀
、
優
秀
、
佳
作

1

下
水
道
維
持
課
�
７
１
６

７
│
１
４
３
４

お
知
ら
せ
�



「
平
成
15
年
度
生
涯
学
習

ガ
イ
ド
」
を
発
行

市
で
は
、
６
月
〜
来
年
３
月

に
市
や
民
間
団
体
が
開
催
を
予

定
し
て
い
る
各
種
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
を
ま
と
め
た

「
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

町
会
・
自
治
会
を
通
し
て
全

戸
配
布
す
る
ほ
か
、
各
近
隣
セ

ン
タ
ー
・
か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
中
央
公

民
館
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
生
涯
学
習
活
動
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

1

社
会
教
育
課
�
７
１
６
７

│
７
６
３
８

付
属
機
関
の
公
募
委
員

を
決
定

市
で
は
、「
開
か
れ
た
市
政
」

の
一
環
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
市
政
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
審
議
会
な
ど
付
属

機
関
の
委
員
公
募
を
平
成
８
年

度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
社
会
教
育
委
員
会
議

な
ど
六
つ
の
機
関
で
募
集
を
行

い
、
二
十
六
人
（
男
性
二
十
一

人
・
女
性
五
人
）
の
か
た
か
ら

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
レ
ポ

ー
ト
等
を
審
査
し
た
結
果
、
別

表
の
六
人
の
か
た
に
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
に
つ
い
て
は
応
募
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

1

事
務
管
理
課
�
７
１
６
７

│
１
１
１
８

羽
田
空
港
行
き
バ
ス
が

運
行
開
始

６
月
13
日
（
金
）
か
ら
、
東

武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
と
京
浜
急
行

電
鉄
で
は
、
柏
駅
西
口
〜
羽
田

空
港
間
の
直
通
バ
ス
の
運
行
を

始
め
ま
し
た
。

柏
駅
西
口
（
ザ
・
ク
レ
ス
ト

ホ
テ
ル
前
）
か
ら
向
原
住
宅
・

三
間
・
柏
の
葉
公
園
中
央
・
国

立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
停
留
所
を

経
由
し
、
常
磐
自
動
車
道
柏
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
首
都
高
速

道
路
を
通
過
し
、
羽
田
空
港
ま

で
片
道
約
一
時
間
十
分
〜
一
時

間
四
十
五
分
で
、
一
日
九
往
復

が
運
行
さ
れ
ま
す
（
柏
駅
西
口

〜
柏
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
手
前

の
バ
ス
停
は
、
上
り
便
は
乗
車

だ
け
、
下
り
便
は
降
車
だ
け
）。

運
賃
・
運
行
時
間
・
停
留
所

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

1

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
西
柏

営
業
事
務
所
�
７
１
４
４
│
５

０
１
１

保
育
士
資
格
の
登
録
を

児
童
福
祉
法
の
改
正
で
、
保

育
士
資
格
が
法
定
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
育
士
養

成
施
設
を
卒
業
さ
れ
た
か
た
や

保
育
士
試
験
に
合
格
し
保
育
士

資
格
を
取
得
し
た
か
た
は
、
県

へ
の
登
録
が
必
要
に
な
り
、
保

育
士
資
格
の
登
録
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

登
録
申
請
書
が
付
い
た
「
保

育
士
登
録
の
手
引
き
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

配
布
場
所

保
育
課
（
市
役

所
第
一
庁
舎
二
階
）
・
各
近
隣

セ
ン
タ
ー

1

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

�
０
１
２
０
│
０
４
│
１
９
４

３
・
保
育
課
�
７
１
６
７
│
１

１
３
７
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英
会
話
「
Ｙ
・
Ｅ
・
Ｃ
」

毎

�
18
時
半
、
中
公
。
英
語
本
の
読

書
と
英
会
話
。3

二
千
五
百
円
。

原
田
�
７
１
３
９
│
２
０
１
９

（
15
時
以
降
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
柏
ク
イ
ー
ン

ズ
」

毎
�
・
�
11
時
、
高
田
運

動
広
場
。
十
八
歳
以
上
の
女
性
。

3

千
円
。
伊
藤
�
７
１
３
１
│
３

７
８
８

新
柏
体
操
ク
ラ
ブ

毎
�
・
�

・
�
16
時
、
サ
ン
パ
セ
オ
新
柏
集

会
所
ほ
か
。3

四
千
円
。
古
城
�

７
１
６
７
│
４
０
３
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
彗
星
ク
ラ
ブ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
逆
井
運
動
広

場
。
十
八
歳
以
上
の
女
性
。3

千

円
。
島
本
�
７
１
７
５
│
７
６
０

７
女
声
合
唱
「
コ
ー
ル
・
メ
ノ
ー

ラ
」

毎
�
９
時
半
、
松
葉
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

三
千

五
百
円
。
園
田
�
７
１
３
３
│
７

４
８
８

書
道
に
親
し
む
会

第
二
・
四

�
10
時
、
豊
町
ふ
る
さ
と
会
館
。

初
心
者
。
用
具
の
持
参
を
。
歌
川

�
０
９
０
│
５
７
５
１
│
６
６
９

６
ピ
ュ
ア
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

月
四

回
�
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
女
性
。

中
年
の
か
た
歓
迎
。2

二
千
円
、

3

四
千
円
。
薄
井
�
７
１
４
４
│

７
２
８
７

リ
ズ
ム
ス
ト
レ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル

毎
�
15
時
、
市
民
体
育
館
。
中
高

年
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千
五
百

円
。
高
木
�
７
１
６
３
│
７
４
４

７
（
夜
間
）

柏
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

毎
�

９
時
半
、
松
葉
一
小
。
五
歳
〜
中

学
生
。2

三
千
円
、4

四
千
円
。

コ
ー
チ
も
募
集
。
河
村
�
０
９
０

│
８
５
１
６
│
４
０
７
２

気
功
・
練
功
十
八
法
柏
サ
ー
ク

ル

毎
�
９
時
半
、新
田
原
近
セ
。

初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

二
千

五
百
円
。
見
学
自
由
。
小
野
塚
�

７
１
４
５
│
８
０
９
１
（
午
前
）

木
曜
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

第
二

・
四
�
12
時
半
、
柏
寿
荘
。
六
十

歳
以
上
、
初
心
者
。3

千
円
。
山

田
�
７
１
３
１
│
０
３
４
５

酒
井
根
空
手
ク
ラ
ブ

毎
�
・

�
18
時
（
祝
日
を
除
く
）、
酒
井

根
東
小
。2

五
千
円
、3

五
千
円

（
少
年
は
四
千
円
）。
高
橋
�
７
１

７
４
│
２
２
４
１

筝
サ
ー
ク
ル
「
ね
ね
の
会
」

第
一
・
三
�
９
時
、
中
公
。2

千

円
、3

五
千
円
。
片
野
�
７
１
６

９
│
０
４
８
９

ハ
ー
モ
ニ
カ
「
ド
レ
ミ
フ
ァ
サ

ー
ク
ル
」

第
一
・
三
�
15
時
、

南
部
近
セ
。
初
心
者
。2

五
百
円
、

3

三
千
円
。
池
田
�
７
１
７
４
│

０
１
５
１

ヴ
ォ
ー
カ
ル
サ
ー
ク
ル

月
二

回
�
15
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
懐
か

し
の
洋
楽
の
歌
。
６
／
25
・
７
／

９
に
体
験
あ
り
。3

三
千
円
。
石

山
�
７
１
７
３
│
１
４
６
５

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
ラ
・
ア
ル
カ

ン
シ
ェ
ル
」

毎
�
12
時
半
、
酒

井
根
近
セ
。3

二
千
五
百
円
。
大

石
�
７
１
７
４
│
４
１
２
８

書
道
・
ペ
ン

第
一
・
三
�
10

時
、
豊
四
季
台
近
セ
。2

千
五
百

円
、3

千
五
百
円
。
向
井
�
７
１

４
３
│
０
８
５
８

書
道
・
ペ
ン
・
水
墨
画
・
ハ
ガ

キ
絵

月
一
回
�
９
時
半
、
県
プ

ラ
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
円
、3

千
円
。
荻
野
�
７
１
３
１
│
９
２

９
５
（
夜
間
）

く
ら
し
の
書
道
・
ペ
ン

第
二

・
四
�
９
時
、
高
田
近
セ
。
初
心

者
歓
迎
。2

千
五
百
円
、3

千
五

百
円
。
伊
藤
�
０
９
０
│
４
６
１

９
│
４
４
８
２

浜
崎
流
銭
太
鼓
「
か
や
の
会
」

毎
�
18
時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育

館
。3

三
千
円
。
小
梁
�
７
１
４

４
│
３
７
６
９

料
理
「
す
み
れ
会
」

第
四
�

10
時
、
中
公
。2

千
円
、3

千
二

百
円
。
高
橋
�
７
１
６
３
│
９
３

０
６社

交
ダ
ン
ス
「
マ
イ
ダ
ン
ス
同

好
会
」

月
三
回
�
13
時
、
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。2

千
円
、
一

回
五
百
円
。
中
村
�
７
１
６
６
│

３
６
３
２

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
ご
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い

※口座振替・自動払い込みのかたは
　預貯金残高にご注意ください�

介護保険料第1期�

納税通知書は6月12日�に発送
しました�

納入通知書は6月18日�に発送
します�

市・県民税全期・第1期�▼
�

▼
�

�

問�

▼
�

納入通知書は6月16日�に発送
します�

国民健康保険料第1期�

問�

問�

納税通知書の内容は市民税課�
�7167─1124、その他は収納
課 �7167─1122

保険課 �7167─1129

介護保険課 �7167─1134

納期限は6月30日��

6月17日�午後2時から、永
楽台児童センターへ電話か
直接�

6月17日�の豊四季台児童セン
ターは午前10時から、光ケ丘児
童センターは午後2時から、永楽
台児童センターは午後3時から、
各センターへ電話か直接。酒井
根近隣センターは午後2時から、
豊四季台児童センターへ電話で�

6月18日�の2歳6カ月以上児
は午後2時から、1歳6カ月以
上児は午後3時から、永楽台
児童センターへ電話か直接�
6月19日�午前10時から、
豊四季台児童センターへ電
話か直接�

小学生、各回先着25
人�

不登校のお子さんの
保護者、先着20人
（子ども連れ可）�

幼児（保護者同伴）、
先着40人�

1歳6カ月以上の幼児
と保護者、各先着20
組�

小学生以上、各日先
着15人（小学1・2年
生は保護者同伴）�

6月22日�・28日�
午前10時～午後1時�

6月24日�午後3時半
～4時20分�

6月28日�午後2時半
～3時20分�
6月29日�午前10時
～11時半・午後1時
半～3時�

6月27日�午前10時
～正午�

7月5日�午前10時～
11時半�

�6月23日�＝永楽台
�6月24日�＝光ケ丘
�7月1日�＝酒井根�
�7月2日�＝豊四季台�
時間はいずれも午前
10時半～11時半�

7月3日�午前9時50分～
10時半＝2歳6カ月以上児、
午前10時50分～11時半＝
1歳6カ月～2歳6カ月児�

6月28日�午後2時～
4時�

2～3歳児と保護者、
�～�は先着25組、
�は先着30組�

幼児（保護者同伴）～
小学生、先着100人�

小・中学生を持つ保
護者、先着30人�

どなたでも、先着
15人�

小・中学校の先生か
ら、ざっくばらんな子
育ての話を聞きます�

�

永楽台児
童センタ
ー（永楽台
近隣セン
ター内）�

光ケ丘児
童センタ
ー�

6月17日�午後3時から、光
ケ丘児童センターへ電話か
直接�

6月18日�午後3時から、光
ケ丘児童センターへ電話か
直接�
6月18日�午後2時から、光
ケ丘児童センターへ電話か
直接�

当日、会場へ直接�

当日、会場へ直接�

豊四季台
児童セン
ター�

各児童セ
ンター・
酒井根近
隣センタ
ー�

■児童センターの催し� 費用は�～�・�は無料、�・�は150円�
講座名� と　き� ところ� 対　　象� 内　　容� 申し込み�

�おはなし
会�

�本音トーキン
グ「うちの子
大丈夫？」�
�おはなし
会�

�リズムに
のって遊
ぼう～親
子体操�

�竹パンを
作ろう！�

�不登校を
考える親
の集い�

�古式豊か
な七夕会�

�幼児の集
い七夕会�

�はじめて
の囲碁�

人形劇「たからさが
し」ほか�

簡単なルールの囲碁
ゲームをします�

不登校の子とかかわっ
てきたかたとの話し合
い（聴くだけも可）�

親子体操やリズム遊
びをします�

京都冷泉家に伝わる
古式豊かな七夕会を
します�

七夕飾りを作ったり
歌を歌ったりします�

パン生地を竹棒に巻
いて直火で焼きます�

ペープサート「うみ
やまがっせん」ほか�

永楽台児童センター �7163─4050・光ケ丘児童センター �7170─7600・豊四季台児童センター �7144─5363問�

�

落合　和順�社会教育委員会議・
公民館運営審議会�
スポーツ振興審議会�
市立図書館協議会�

介護保険運営協議会�

自転車等駐車対策協議会�

熊谷　直彦�
真家　年江�
花輪　　司�

石渡　謙介�
岩崎　行夫�

氏　名�付属機関名�

（敬称略）�

■付属機関委員�

こ
ど
も
の
広
場

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
親
子
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ

ー
ル
教
室
希
望
」
と
明
記
し
、

住
所
、
親
子
の
氏
名
・
年
齢
、

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０
０

０
５
柏
五
丁
目
八
―
一
二
　
柏

市
中
央
公
民
館
へ
、
６
月
30
日

（
月
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

※
応
募
は
一
人
一
通
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。
一
度
受

講
さ
れ
た
か
た
は
不
可

1

中
央
公
民
館
�
７
１
６
４

│
１
８
１
１

ち
び
っ
こ
体
操
教
室

と
き

７
月
６
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
二
〜
五

歳
児
と
保
護
者
、
先
着
五
十
組

内
容

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
　
　

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
16
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接
　
　
　
　

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
７

１
７
４
―
７
２
１
１

小
学
生
の
夏
休
み
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
教
室

と
き

７
月
23
日
（
水
）
〜

25
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
午

後
４
時
（
計
三
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
・
在
学

で
、小
学
三
〜
六
年
生
の
児
童
、

約
四
十
人

内
容

車
い
す
・
手
話
・
点

字
な
ど
の
体
験
学
習
を
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

教
室
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢

・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
電

話
番
号
・
保
護
者
氏
名
と
返
信

面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２

７
７
―
０
０
０
５
柏
五
丁
目
八

―
一
二
　
教
育
福
祉
会
館
内
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
、
７

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送
で

（
必
着
）
※
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
５
―
０
８
８
０

不
登
校
児
童
生
徒
の
た

め
の
自
然
体
験

と
き

６
月
25
日
（
水
）

と
こ
ろ

筑
波
山
※
雨
天
時

は
ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
茨
城
県
水

族
館対

象

市
内
の
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
で
、
病
気
以
外
の

理
由
で
学
校
を
休
ん
で
い
る
か

た
内
容

登
山
を
し
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
20
日（
金
）

ま
で
に
指
導
課
へ
電
話
で

1

指
導
課
�
７
１
６
７
―
１

４
８
２

只
見
・
森
林
の
分
校
キ

ャ
ン
プ

と
き

７
月
19
日
（
土
）
〜

21
日
（
月
）〈
二
泊
三
日
〉

と
こ
ろ

森
林
の
分
校
・
ふ

ざ
わ
（
福
島
県
只
見
町
）

集
合
・
解
散
場
所

柏
駅
西

口
・
永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー

（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

小
学
五
年
生
〜
中
学

生
、
男
女
各
先
着
二
十
人

内
容

テ
ン
ト
や
分
校
に
泊

ま
り
、
川
遊
び
や
ナ
イ
ト
ハ
イ

ク
・
渓
流
探
検
な
ど
を
し
ま
す

費
用

一
万
二
千
円

交
通

貸
し
切
り
バ
ス

申
し
込
み

６
月
18
日
（
水
）

女
子
は
午
前
10
時
か
ら
、
男
子

は
午
前
11
時
か
ら
、
以
前
に
参

加
し
た
こ
と
の
あ
る
か
た
は
、

６
月
25
日
（
水
）
午
前
10
時
か

ら
、
豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で

そ
の
他

７
月
５
日
（
土
）

午
前
９
時
半
〜
11
時
半
に
ア
ミ

ュ
ゼ
柏
で
事
前
交
流
会
が
あ
り

ま
す

1

豊
四
季
台
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
４
―
５
３
６
３

親
子
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
メ
ー
ル
教
室

と
き

７
月
19
日
（
土
）
・

26
日
（
土
）
午
前
９
時
半
〜
午

後
０
時
半
（
計
二
回
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の

保
護
者
と
小
学
生
、
十
四
組

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の

初
歩
を
学
び
ま
す

費
用

無
料



広報� 平成１５年（２００３年）６月１５日 第１１９５号 �

着
物
や
工
芸
品
な
ど
日
本
の
伝
統

文
化
の
良
さ
を
伝
え
よ
う
と
、
寺
島

文
化
会
館
で
「
さ
ら
職
人
展
」
を
開

い
て
い
る
。
企
画
し
た
の
は
二
十
代

の
グ
ル
ー
プ
「
さ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
上
田
さ
ん
は
こ
の
代
表
を
務

め
る
。
２
月
か
ら
こ
れ
ま
で
に
結
城

紬
（
つ
む
ぎ
）
や
か
ず
さ
下
駄
・
東

京
手
が
き
友
禅
・
佐
原
和
傘
・
江
戸

つ
ま
み
か
ん
ざ
し
を
紹
介
し
た
。

い
わ
ゆ
る
プ
リ
ク
ラ
や
ル
ー
ズ
ソ

ッ
ク
ス
の
世
代
。
だ
が
成
人
式
で
着

物
を
着
た
時
に
、
流
行
に
左
右
さ
れ

ず
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
に

す
ご
く
お
し
ゃ
れ
な
ん
だ
と
驚
い

た
。
そ
れ
を
機
に
こ
れ
ま
で
自
分
が

見
て
き
た
量
産
品
と
は
違
う
、
一
品

一
品
手
の
込
ん
だ
伝
統
工
芸
品
の
奥

深
さ
に
ど
ん
ど
ん
魅
か
れ
て
い
っ
た

と
い
う
。
作
っ
て
い
る
所
を
見
て
み

た
い
と
出
向
い
て
い
っ
た
職
人
と
の

対
話
の
中
で
、
生
計
維
持
の
難
し
さ

や
後
継
者
不
足
な
ど
、
現
代
の
職
人

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
も
知
り
、

職
人
展
を
思
い
立
っ
た
。

職
人
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探

し
、自
分
の
目
で
確
か
め
に
出
向
く
。

作
業
場
を
訪
れ
る
と
最
初
は
「
何
し

に
来
た
ん
だ
？
」
と
び
っ
く
り
さ
れ

る
が
、
何
度
も
足
を
運
ん
で
話
を
す

る
う
ち
に
、
来
る
の
を
待
っ
て
い
て

く
れ
た
り
、
帰
る
と
き
に
寂
し
そ
う

に
し
て
い
た
り
と
、
彼
女
の
情
熱
が

か
た
く
な
な
職
人
の
心
を
溶
か
す
。

「
こ
ん
な
に
す
ご
い
技
術
は
無
く
し

た
く
な
い
し
、
若
い
人
が
手
軽
に
見

ら
れ
る
機
会
を
作
り
た
い
」
と
い
う

思
い
が
あ
る
。

時
間
が
あ
る
と
「
普
通
は
着
物
で

は
行
か
な
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た

く
な
る
」
そ
う
だ
。
４
月
に
は
仲
間

と
着
物
で
筑
波
山
に
登
っ
た
。
外
国

人
に
囲
ま
れ
て
記
念
撮
影
し
た
り

「
昔
の
人
は
あ
あ
や
っ
て
登
っ
た
の

よ
」
と
子
ど
も
に
話
す
人
が
い
た
り

と
「
か
な
り
快
感
（
笑
）」
だ
っ
た

と
か
。

「
あ
の
美
味
し
い
カ
レ
ー
屋
さ
ん
、

食
べ
に
行
こ
う
よ
、
っ
て
い
う
の
と

同
じ
感
覚
な
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

す
ご
い
職
人
さ
ん
を
連
れ
て
き
ま
す

か
ら
ね
」。
伝
統
と
若
者
を
結
び
付

け
て
、
柏
か
ら
新
た
な
文
化
を
生
み

だ
す
起
点
と
な
る
か
、
注
目
だ
。

東
二
丁
目
在
住
。
二
十
五
歳
。
両

親
と
の
三
人
家
族
。

さらプロジェクト代表
うえ だ のり こ

No.379

伝統文化と若者の懸け橋に

上田　紀子さん

100 古紙配合率100％再生紙を使用しています�

沖縄風物・形附（かたつけ）屋

市立砂川美術工芸館柏市柏260 �7164-6413

※6月15日�の県民の日は入館無料。休館日は毎
週月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）

糊（のり）置き、色差し、張場、洗い場、反
物、風呂敷と作業の流れを1画面で表して、紅型
を学んだ形附屋の印象を鮮やかに伝えている。

�

6月7日に青少年センターで開かれ
た親子キャンプ教室。キャンプの基
礎知識と技術を習得しようと11組の
親子が参加しました。キャンプは楽
しいけど自然の中は危険がいっぱい
との説明を聞いた後は、お待ちかね
昼食の「夏野菜の手打ちパスタ」作
り。普段はなかなか体験できないま
き割り・火起し・麺打ちに親子で挑
戦しました。出来上がったパスタの
味はとってもデリシャス！これで夏
の本番に向けて準備ОＫかな？

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
親
子
教
室

中学生にバスケ教室

市
民
体
育
館
で
６
月
１
日
、
柏
市
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
ジ
ャ
パ
ン
エ
ナ
ジ
ー
・
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
コ
ー
チ
と
選
手
に
よ
る
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
、
市
内
中
学
校
の
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
員
百
十
七
人
が
、
選
手
た
ち
か
ら
Ｊ
エ
ナ
ジ
ー
直
伝
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
次
々
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ハ
ー
ド
な
メ
ニ
ュ
ー
に

も
、
コ
ー
チ
の
「
あ
き
ら
め
な
い
で
つ
い
て
い
け
ー
」「
も
っ
と
声

を
出
し
て
！
」
と
い
う
げ
き
に
、
懸
命
の
ド
リ
ブ
ル
＆
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
。
終
了
後
、
中
野
コ
ー
チ
も
「
言
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
修
正
し
て
で

き
る
の
は
す
ご
い
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

ほのぼのプラザでかしわ踊り講座

♪かしわおどりはヨ～、でおなじみ、夏の定
番かしわ踊り。この振り付けをマスターしよう
と、6月1日、ほのぼのプラザますおでかしわ踊
り講座が開かれました。参加した14人のかたは
「ずっと柏に住んでいて、歌は知っているのに、
踊りは…」という初心者がほとんど。それでも
熱心な講師の指導に、1時間ほどで皆さんマス
ターしました。「この夏は地域の盆踊りで踊り
たいわ」と意欲まんまんになっていました。

子どもの命を自分の手で救おう──。6月
10日に豊四季台児童センターで乳幼児のため
の救急救命講座が開かれ、1～3歳までの子ど
もを持つ27人のかたが受講しました。意識は
あるか、呼吸はあるかの確認方法から心臓マ
ッサージと人工呼吸を組み合わせた心肺蘇生
法までを実際に体験。受講後は皆さん「いざ
というときは私が命を救える」と自信がつい
たようでした。

いざというときのために
乳幼児の救急救命講座

江戸つまみかんざし職人（右）の
技をお客さんに解説。6月19日�
からは房州うちわ展を開催する

芹

芹沢

E介

介コレクション

沖縄の紅型
9月7日�まで開催中

街�の�街�の�


